
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№１３４ 

令和２年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口）  TEL 922-2461 

人 口 13,890 世帯数 6,732  

令和２年 4 月 1 日現在 

 

 

５月号 

日ごろの運動不足に心当たりはありませんか？
生活の中で無理なく歩数アップできるよう支援
します！ 

■対象者：市内に在住・在勤・通学する１８歳

以上で、定期的な運動習慣のない方。 

■内  容：①目標の歩数や、時間を決める。 

     ②歩数アップにチャレンジする。 

     ③毎月、歩数や歩いた時間を記入し

た記録用紙を提出する。 

■期  間：６月１日（月）～８月３１日（月） 

■参加費：無料（※記録紙郵送料は実費負担） 

■申  込：５月３１日（日）までに、申込書に
必要事項を記入し、各保健センター
または各地域交流センターの窓口ま
で持参又は、郵送・FAX・メール・電
話で申し込み。 

 
３か月間、連続で取り組み、記録表を提出した
方に、図書カード（５００円分）を進呈します！ 
 

【問い合わせ】  

山口市保健センター（健康増進課）   

ＴＥＬ：０８３－９２１－２６６６ 

E-Mail：kenko@city.yamaguchi.lg.jp  

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

 

 

新型コロナウィルスの感染拡大の影響により、 

４月１３日（月）から５月１０日（日） 
の間、大歳地域交流センターの貸館業務を休止しているため、講座室などのお部屋や、図書館の

利用ができません。 

また、大歳小学校体育館などの学校開放施設についても、上記期間中は利用できません。 

 皆様にはご迷惑をおかけしますが、御理解と御協力の程、よろしくお願いいたします。 

※感染状況によっては、休止期間に変動がある可能性があります。 
※行政窓口については通常どおり運営しております。 

 

 

 

 
 

山口市では、昨年１年間に６６件の火災が発生

しています。火災を起こさないため、以下のこ

とを守りましょう。 

①乾燥・強風注意報発令中は控えましょう。 

②複数人で実施しましょう。 

③水バケツ・消火器などの消火用具を準備し、火

のそばから離れないようにしましょう。 

④一度に広範囲は行わず、小分けにして行いまし

ょう。 

⑤終了時には、火が完全に消えたことを確認しま

しょう。 

⑥万が一、火災が発生した場合は、無理して消そ

うとせずに、１１９番通報しましょう。 

⑦消防署へ事前の届け出をしましょう。 

問い合わせ先：山口市消防本部予防課 
       （０８３－９３２－２６０５） 

題名：ブタ 

氏名：田中志門さん 

（高井） 
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図書名 著者名 図書名 著者名 

２１  

トゥエンティワン・レッスンズ 
ユヴァル・ノア・ハラリ 新宿鮫Ⅺ 暗約領域 大沢在昌 

３６５日の親孝行 志賀内泰弘 背高泡立草 古川真人 

アンジュと頭獅王 吉田修一 垂れ込み 堂場瞬一 

生き物の死にざま 稲垣栄佯 ツナグ 想い人の心得 辻村深月 

医者よ、信念はいらないまず命

を救え！ 
中村哲 罪の轍 奥田英朗 

イマジン？ 有川ひろ 定年後も働きたい。 松本すみ子 

インタビューズ 堂場瞬一 桃源 黒川博行 

隠蔽捜査８ 清明 今野敏 熱源 川越宗一 

海峡に立つ 許永中 ノースライト 横山秀夫 

怪物の木こり 倉井眉介 半日種族主義 李栄薫 

刀と傘 明治京洛推理帖 伊吹亜門 ムゲンのⅠ－アイ―上 知念実希人 

気がつけば、終着駅 佐藤愛子 ムゲンのⅠ－アイ―下 知念実希人 

これでもいいのだ ジェーン・スー メディウム 相沢沙呼 

ライオンのおやつ 小川糸 
もしも一年後、この世にいない

としたら。 
清水研 

 

としょめい ちょしゃめい としょめい ちょしゃめい 

ころべばいいのに ヨシタケシンスケ たぷの里 藤岡拓太郎 

なんだろうなんだろう ヨシタケシンスケ グレタの願い キャメリニ 

わたしのわごむはわたさない ヨシタケシンスケ 
かいけつゾロリ  

スターたんじょう 
原ゆたか 

ねえさんといもうと シャーロット・ゾロトワ 
おしりたんてい  

ラッキーキャットはだれのてに 
トロル 

ねこのジョン なかえよしお １０分で読めるお話 １年生 Gakken 

ふたりのねこ ヒグチユウコ １０分で読めるお話 ２年生 Gakken 

10 かいだての  

おひめさまの おしろ 
のはなはるか １０分で読めるお話 ３年生 Gakken 

かべのすきま 中西翠 １０分で読めるお話 ４年生 Gakken 

キッズペディア 歴史館 小学館 １０分で読めるお話 ５年生 Gakken 

ぜったいに おしちゃダメ？ ビル・コッター １０分で読めるお話 ６年生 Gakken 

新幹線のヒミツ 旅と鉄道編集部   

 

 

【子ども向け図書】 

【大人向け図書】 

 大歳地域交流センターの図書館に新図書が入りました。現在、新型コロナウィルス感染拡大防

止のため、閉館となっていますが、開館した際には、ぜひ借りに来てくださいね♪ 

２人の刑事がメインで登場して、２つの未解決事件が絡ん

でくるストーリーです。テンポが良く、とても読みやすい

です。ついつい遅くまで読んでしまうため、次の日が休み

の日、もしくは連休中に読むのがおすすめ？！ 

犯人はいったい誰でしょう？？（センター職員 N.H） 

職員のおススメ！ 

著  者：堂場 瞬一 

タイトル：垂れ込み 



 

 

 

太陽クラブは、大歳地域在住の未就園児の親

子が月１回集い、楽しく過ごす機会を提供する

活動をしています。 

 ５月は維新公園内をみんなでお散歩します。

ボート池でのエサやりもやりますよ♪ 

日 時：５月２２日（金） 

１０：００～ 

場 所：維新公園 記念塔前 

持ち物：飲み物 

問い合わせ：太陽クラブ（竹中） 

（TEL ０９０－７１３６－８３０５）  

※新型コロナウィルスの感染症の影響により、
中止または内容変更になる可能性があります。 
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1 日(金) 燃やせないごみの日 

1１日(月) 金属・小型家電製品の日 

1５日(金） パソコン相談（10：00～12：30） 

2０日(水) びん・缶の日 

２２日(金) 子育て支援サークル 太陽クラブ（10:00～） 

ぶっくん来館日(15：20～16：00) 

 

 

2５日(月) 古紙ペットボトル分別収集（大歳①） 

２８日(木) 古紙ペットボトル分別収集（大歳②） 

３１日(日) 消防後援会総会（１２：３０～） 

大歳自治会長会（１３：００～） 

大歳自治振興会総会（１４：００～） 

大歳地区社会福祉協議会総会（１５：３０～） 

※木曜日はプラ容器包装分別収集 

【大歳地区５月の行事予定】 

 

第６３回大歳地区分館対抗ソフトボール大会を椹野川運動公園で開催します。地区内の親睦を

深めつつ、日頃の練習の成果を十分に発揮し、優勝を目指しましょう！ 

出場希望は各地区体育委員さんに５月１８日（月）までに直接お申込ください。 

 

日時：６月７日(日） ８時３０分～開会式 

場所：椹野川運動公園 

主催：大歳体育振興会 

問い合わせ： 

大歳体育振興会事務局 

（大歳地域交流センター内） 

（℡ ９２２－４０３５） 

※雨天中止です。 

※新型コロナウィルスの影響により中止する可能性があります。 

 

 

 ５月１６日（土）に実施予定していた“大人

の居場所～はつらつクラブ～”について、新型

コロナウィルスの感染拡大の防止を考慮し、中

止となりました。 

 

  

健康づくり・絆・交流の集いのうち、６月７

日（日）に開催を予定していたグラウンドゴル

フ大会は新型コロナウィルスの感染拡大防止を

考慮し、中止となりました。 
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大歳のエトセトラ ７７ 

大歳のひと、田中頼三 その２ 

米軍との一触即発の状況下で、田中は臨機応変に、独自の判断で危機を切り抜けていくのです。例えばアメリカ艦隊の

隙を窺って、輸送船での揚陸の際には、速やかに作業を進めるために敢えて船を座礁させて人々を上陸させています。た

だ残された物資や4隻の輸送船は米軍に壊滅させられたのです。緊急を要する中で、人命を優先して、船や物資を犠牲に

した。このやり方は上層部の批判をうけました。 

さらにルンガ沖夜戦でも、敵との遭遇の中で輸送任務を放棄し、「揚陸止メ、全軍突撃セヨ」と米軍との戦いに集中さ

せ、味方の駆逐艦一隻を犠牲にしながら米軍艦隊に壊滅的被害を与えたのです。しかし海戦には勝利したものの本来の目

的であるドラム缶輸送を果たすことは出来ませんでした。このこともまた、上層部への心証を害したのです。上層部の作

戦よりも、突発的な状況下で、何を優先するか、田中は自らの基準を優先させたのです。この年の終わりに、彼はこのガ

ダルカナル島輸送作戦から降りることになります。この後、田中少将は中将へと昇格するのですが、二度と海に戻ること

はありませんでした。こうして生粋の水雷屋であった田中は海から遠ざけられたのです。水木しげるの兄が出会った田中

は、ビルマ方面の第13特別根拠地隊司令官で、海から上がった水雷屋の末路でした。 

戦争での出来事を語る際に難しいのは、目的を達成するために個人の葛藤や決断がなされる時、その行為を美化してし

まうことです。その人が置かれた状況下で、個人は最善の行為を通して納得できる生き方を示そうとしたのかもしれませ

んが、歴史という大きな射程で見たとき、その選択された行為は理不尽にも押し付けられた状況をまっとうする形になっ

てしまうのです。「なぜ私たちはこんなことをしているのか？」「なぜ私たちはこんなことをしてしまったのか？」「こんな

ことのために、多くの命を犠牲にしてしまったのか」。戦争という理不尽な状況下で、その問いに抗うこともできず、人は

多くの不幸を招き、犠牲にもなったのです。 

それでも彼は、作戦上、理不尽に押し付けられる状況に異議を申し立てることがあったのです。彼の海軍での冷遇は、

そのような行為が上官への反抗的態度とみなされたとも言われます。自らの信念を押し通すことで、冷遇を招いたとした

ら、その冷遇こそが、彼の誠実さの現われでもあるのです。田中はその戦果においても、評価が大きく分かれる人です。

ただ戦果という意味を考えるなら、その敵対者である米軍がよく知るところです。その米軍が田中のことを「Redoubtable 

Tanaka」（最も優れた恐るべき田中）と評価したのです。そこには国内での組織の論理ではなく、行為そのものを客観的に

認めていく明噺さがあります。 

戦後田中は、中学の受験雑誌などに野戦の豪勇として登場することがありました。しかし近親者に自らの戦争体験を語

ることはほとんどありませんでした。地元での海軍関係者の集まりでも、戦果のことを尋ねられると、「運がよかった」と

か、「部下のおかげ」だと言って詳しい話をすることはありませんでした。戦記という小さな枠組みで見たとき、田中司令

官の戦果は、ナショナリズムを鼓舞する英雄的行為であり、日本が敗戦へと向かう中や、米軍からかろうじてもぎ取った

勝利でした。しかしこの「海戦の豪勇」はそれがどんなあだ花かを、よく知っていたのかもしれません。そしてこの静か

な豪勇は、大歳の地で一農民として、77歳の生涯を終えたの

です。    （大歳史談会、 文責：黒田五郎） 

（参考文献）半藤一利著「ルンガ沖夜戦」PHP             


